
地
域
の
後
継
者

伊
藤　

広
明 

さ
ん
（
青
田
字
殕
森
）

　

私
は
21
歳
で
就
農
し
、
23
歳
で
ア

ス
パ
ラ
ガ
ス
栽
培
を
始
め
ま
し
た
。

　

両
親
は
、
米
作
り
や
農
家
民
宿
の

経
営
を
行
い
、
私
は
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス

栽
培
を
中
心
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
旬
は
、
３
月
下

旬
（
春
採
り
）
か
ら
と
６
月
下
旬
（
夏

採
り
）
か
ら
で
す
。
特
に
春
採
り
の

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
、
甘
み
が
あ
り
柔

ら
か
く
、
と
て
も
美
味
し
い
で
す
。

　

今
後
は
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
生
産

性
を
上
げ
、
売
り
方
の
工
夫
を
し
て

さ
ら
な
る
販
路
拡
大
を
目
指
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

現
在
、
私
は
昨
年
結
成
さ
れ
た
本
宮

若
手
農
業
団
の
団
長
を
し
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
活
動
が
思
う
よ

う
に
で
き
ま
せ
ん
が
、
し
ら
さ
わ
直

売
所
の
マ
ル
シ
ェ
へ
の
出
店
な
ど
、

団
員
と
話
し
合
い
な
が
ら
で
き
る
こ

と
を
一
つ
ず
つ
全
力
で
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

今
後
も
、
イ
ベ
ン
ト
へ
の
出
店
を

続
け
、
活
動
を
通
し
て
市
の
農
作
物

の
美
味
し
さ
を
伝
え
地
産
地
消
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

本宮市

農業委員会だより
令和３年９月１日発行
第25号

早場米「つきあかり」の収穫……………………………２面
農地パトロールを実施しています………………………２面
空き家とセットで農地が取得しやすくなりました……３面
農地の転用には許可が必要です…………………………３面
農地中間管理事業の活用をご検討ください……………４面
農業者年金に加入しましょう……………………………４面
全国農業新聞を読もう……………………………………４面

アスパラガス栽培奮闘中 !!

主な内容
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市
内
の
農
業
法
人
・
御
稲

プ
ラ
イ
マ
ル
株
式
会
社
は
、

９
月
７
日
に
、
早
場
米
「
つ

き
あ
か
り
」
の
収
穫
を
行
い

ま
し
た
。

　

米
の
収
穫
時
期
は
通
常
で

あ
れ
ば
９
月
下
旬
ご
ろ
に
始

ま
り
ま
す
が
、「
つ
き
あ
か
り
」

の
収
穫
は
通
常
よ
り
も
早
い

時
期
に
行
わ
れ
ま
す
。

　

早
い
時
期
に
収
穫
を
行
う

こ
と
は
、
秋
の
天
候
不
順
や

鳥
獣
被
害
へ
の
対
策
に
つ
な

が
り
、
そ
の
お
陰
で
私
た
ち

は
、
安
定
し
た
品
質
の
美
味

し
い
新
米
を
早
い
時
期
に
食

べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
「
つ
き
あ
か
り
」
は
、
炊
き

上
が
り
が
艶
や
か
で
あ
り
、

輝
い
て
い
た
こ
と
か
ら
命
名

さ
れ
ま
し
た
。
味
は
、
非
常

に
う
ま
味
に
す
ぐ
れ
、
ほ
ど

よ
い
も
っ
ち
り
感
が
あ
り
ま

す
。「
こ
し
ひ
か
り
」
と
よ
く
比

べ
ら
れ
ま
す
が
、
引
け
を
と
ら

な
い
美
味
し
さ
で
あ
る
と
の
こ

と
で
す
。

　

同
社
は
青
田
字
寄
松
に
本
社

を
構
え
、
主
に
農
産
物
の
生

産
、
加
工
、
販
売
な
ど
を
行
っ

て
お
り
、
食
の
大
切
さ
、
農

業
の
魅
力
を
発
信
し
続
け
て

い
ま
す
。

「つきあかり」収穫の様子

早
場
米
「
つ
き
あ
か
り
」
の
収
穫

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い
ま
す

　

本
宮
市
農
業

委
員
会
で
は
、

農
地
の
利
用
状

況
の
調
査
や
違

反
転
用
の
防
止

な
ど
を
目
的
に

毎
年
８
月
か
ら

９
月
に
か
け
て

す
べ
て
の
農
地

を
対
象
に
農
地

パ
ト
ロ
ー
ル
を

実
施
し
て
い
ま

す
。

　

農
業
委
員
お

よ
び
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
が
２
人

１
組
と
な
り
、
現
地
確
認

を
行
う
も
の
で
す
。

　

管
理
が
さ
れ
て
い
な
い

遊
休
農
地
は
、
近
隣
農
地

へ
悪
影
響
を
与
え
る
害
虫

や
病
気
の
発
生
源
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
り
、
ま
た
、

畑
を
荒
ら
す
猪
な
ど
有
害

鳥
獣
の
住
処
に
な
っ
て
し

ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

農
地
は
大
切
な
資
源
で

す
。
耕
作
放
棄
を
せ
ず
適

切
な
管
理
を
行
い
、
優
良

な
農
地
を
守
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

農地パトロールの様子
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　これまで、農地の権利を取得するには、一定以上の耕作面積
を満たす必要がありましたが、令和３年６月より、空き家バン
ク登録済みの空き家とセットの場合、0.5アール（50㎡）以上の
耕作面積を条件に農地の権利を取得できるようになりました。
　空き家とセットの場合に限られますが、これにより家庭菜園
程度の農地から耕作を始めることができます。

●手続きの流れ

①�空き家バンクへの空き家の登録
　（市建築住宅課への申請）

➡
②�空き家とセットの農地として指定登録
（農業委員会への申請）

➡
③農業委員会による農地の指定決定

➡
④空き家バンクに農地情報を登録

➡
⑤空き家・農地の契約成立

➡
⑥�農地の権利取得のための許可申請
（農業委員会への申請）

➡
⑦農業委員会による許可決定

➡
⑧農地の権利移転

詳しくは、ホームページをご覧になるか、農業委員会に
お問い合わせください。

◎
農
地
転
用
の
手
続
き

　

農
地
転
用
す
る
場
合
、
農
地
法
の
許

可
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
誰
が
転
用
を

行
う
か
に
よ
っ
て
、
手
続
き
が
異
な
り

ま
す
。

●�

農
地
法
第
４
条
…
自
分
の
農
地
を
転

用
す
る
場
合

●�

農
地
法
第
５
条
…
第
三
者
が
買
う
、
ま

た
は
借
り
た
農
地
を
転
用
す
る
場
合

　

な
お
、
農
地
の
状
況
な
ど
に
よ
り
、
転

用
許
可
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

農
地
転
用
を
計
画
さ
れ
る
際
は
、
農

業
委
員
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎�

農
地
の
無
断
転
用
は
違
反

と
な
り
ま
す
！

　

農
地
転
用
許
可
を
受
け
ず
に
無
断
で

農
地
を
転
用
し
た
場
合
や
、
事
業
計
画

ど
お
り
に
転
用
し
て
い
な
い
場
合
に

は
、
農
地
法
に
違
反
す
る
こ
と
と
な

り
、
工
事
の
中
止
や
原
状
回
復
な
ど
を

求
め
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

農
業
者
は
も
と
よ
り
、
開
発
に
携
わ

る
人
も
制
度
を
正
し
く
理
解
し
、
法
令

順
守
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

●違反転用の罰則について
 
　違反転用や原状回復命令違反につい
ては、以下の罰則の適用もあります。
　・個人には、３年以下の懲役または
　　300万円以下の罰金
　・法人には、１億円以下の罰金
　　（農地法第64条、67条）

空き家とセットで農地が取得しやすくなりました！

「もとみや空き家バンク」に登録された空き家
とセットの農地として農業委員会の指定を受け
た農地

　0.5アール（50㎡）以上の耕作面積があれば
農地の権利取得可

「
農
地
の
転
用
」に
は
許
可
が
必
要
で
す
！

　
農
地
転
用
と
は
、
農
地

を
農
地
以
外
の
用
途
に
す

る
こ
と
で
す
。

・
住
宅
や
事
務
所
を
建
て
る

・
駐
車
場
に
す
る

・�

資
材
置
き
場
や
建
設
残
土

置
き
場
に
す
る
　
な
ど
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▶◀

就
農
者
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
／
地
域
活
性
化
へ
３
本
柱
で

　福島市　東湯野ふるさと保全組合　「ＫＡ―ＫＡ―ＳＨＩ組」

　

妊
婦
さ
ん
　「
安
産
祈
願
米
」　
食
べ
て

地域で出産応援
浅川町が贈呈

米消費拡大にも

キ
ュ
ウ
リ
水
耕
の
技
術
確
立

ホ
モ
プ
シ
ス
根
腐
病
克
服

Ｇ
Ａ
Ｐ
取
得
の
渡
部
一
さ
ん
喜多方市

本宮市の青空市場
若手農業団　盛り上げる

集
落
ぐ
る
み
で
鳥
獣
害
対
策

磐
梯
町
　

広
域
電
気
柵
を
設
置

川内村　ワイナリー開所の式典

未
利
用
採
草
地
に
ブ
ド
ウ
定
植

今
秋
に
醸
造
　

来
年
販
売
目
指
す

震
災
復
興
　

定
住
人
口
の
促
進
…
　

期
待
担
う

個
人
農
園
の
の
ぼ
り
旗
と
は
ま
た
違
っ
た
趣
が
あ
る
と
好
評

の
の
ぼ
り
旗
を
か
か
げ
る
鈴
木
さ
ん
（
左
）
と
高
級
デ
ザ
イ

ン
の
箱
を
持
つ
橘
内
さ
ん

　
東
湯
野
ふ
る
さ
と
保
全
組

合
「
Ｋ
Ａ

Ｋ
Ａ

Ｓ
Ｈ
Ｉ

組
」
は
、
地
域
の
高
齢
化
が

進
む
中
、
基
盤
産
業
で
あ
る

農
業
を
通
じ
て
、
地
域
の
活

性
化
に
取
り
組
も
う
と
、
２

０
１
９
年
に
東
湯
野
の
中
堅

若
手
農
業
者
が
中
心
と
な
り

立
ち
上
げ
た
。
同
組
合
は
、

新
規
就
農
者
の
サ
ポ
ー
ト
、

耕
作
放
棄
地
の
解
消
、
地
域

農
業
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を

三
つ
の
柱
と
し
た
活
動
を
積

極
的
に
展
開
し
て
い
る
。

　
共
同
代
表
の
一
人
で
あ
る

鈴
木
満
さ
ん
（

）
は
、
昨

年
初
め
て
新
規
就
農
者
の
研

修
を
自
分
の
農
園
に
受
け
入

れ
た
。
果
樹
研
究
所
の
研
修

生
だ
っ
た
宮
崎
遥
さ
ん（

）

だ
。
鈴
木
さ
ん
は
果
樹
栽
培

の
技
術
指
導
に
加
え
、
初
期

の
収
入
確
保
の
た
め
成
木
園

を
あ
っ
せ
ん
し
た
ほ
か
、
原

木
植
樹
用
の
農
地
探
し
や
使

わ
れ
な
く
な
っ
た
農
機
具
の

情
報
提
供
な
ど
、
果
樹
経
営

の
基
盤
を
整
え
る
支
援
を
し

た
。
ま
た
、
地
元
農
業
団
体

や
周
り
の
農
家
な
ど
の
支
援

も
あ
り
、
宮
崎
さ
ん
は
こ
の

春
独
立
を
果
た
し
た
。

　
も
う
一
人
の
共
同
代
表
で

あ
る
橘
内
義
知
さ
ん
（

）

は「
私
た
ち
は
農
家
な
の
で
、

農
業
を
通
じ
て
地
域
を
活
性

化
し
て
い
こ
う
と
の
思
い
が

あ
る
。
農
家
で
は
な
い
人
に

も
、
地
元
に
は
こ
ん
な
に
お

い
し
い
果
物
が
あ
る
こ
と
を

知
っ
て
も
ら
え
れ
ば
、
そ
れ

が
地
元
の
誇
り
と
な
り
、
強

い
発
信
力
に
も
な
る
」
と
話

し
て
い
る
。

　
Ｋ
Ａ

Ｋ
Ａ

Ｓ
Ｈ
Ｉ
組

で
は
県
の
補
助
金
も
活
用

し
、
「
東
湯
野
は
　
く
だ
も

の
　
お
い
し
い
」
と
い
う
の

ぼ
り
旗
を
作
成
し
、
地
域
の

農
家
に
配
布
し
た
。
個
人
農

園
の
の
ぼ
り
旗
と
は
違
っ
た

趣
で
、
見
た
目
が
い
い
と
好

評
だ
。

　
ま
た
、
農
業
は
も
う
か
り

に
く
い
イ
メ
ー
ジ
が
新
規
就

農
の
ハ
ー
ド
ル
に
も
な
っ
て

い
る
と
考
え
、
高
価
格
帯
に

着
目
し
、
地
域
専
用
ギ
フ
ト

箱
は
デ
ザ
イ
ン
を
公
募
し
、

高
級
な
箱
に
作
り
上
げ
た
。

　
鈴
木
・
橘
内
両
共
同
代
表

は
「
こ
の
箱
に
見
合
う
も
の

が
東
湯
野
に
は
す
で
に
あ

る
。
『
知
る
人
ぞ
知
る
』
か

ら
の
脱
却
で
売
り
上
げ
を
伸

ば
し
、
実
際
に
こ
こ
で
農
業

を
や
っ
た
ら
成
功
し
た
と
一

人
で
も
多
く
感
じ
て
ほ
し

い
」
と
話
し
て
い
る
。

　
Ｋ
Ａ

Ｋ
Ａ

Ｓ
Ｈ
Ｉ
組

の
活
動
に
興
味
を
持
ち
、
就

農
な
ど
を
考
え
て
い
る
方
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
◇
問
い
合
わ
せ
先
＝
東
湯

野
ふ
る
さ
と
保
全
組
合
「
Ｋ

Ａ

Ｋ
Ａ

Ｓ
Ｈ
Ｉ
組
」
、

☎
０
２
４
・
５
４
２
・
０
８

７
４
（
鈴
木
農
園
）

　
（
福
島
市
・
渡
辺
正
典
情

報
員
）

５７ （第３種郵便物認可）２０２１年（令和年）８月１３日（金）

江田町長から妊婦さんに安産祈願米が贈呈された

水耕によるキュウリ栽培の
良さを語る渡部さん

本宮若手農業団の新鮮な野菜を
買いに来るお客さん

広域に電気柵を設置する様子。
被害防止効果が期待されている

　
「
か
わ
う
ち
ワ
イ
ナ
リ
ー
」

の
完
成
を
祝
う
式
典
が
６
月


日
、
「
か
わ
う
ち
ワ
イ
ン
㈱
」

の
敷
地
内
で
開
か
れ
た
。
式
に

は
内
堀
雅
雄
県
知
事
、
葉
梨
康

弘
農
林
水
産
副
大
臣
な
ど
招
待

者
ら
約

人
が
出
席
し
た
。

　
か
わ
う
ち
ワ
イ
ナ
リ
ー
は
、

震
災
復
興
、
帰
還
促
進
、
新
た

な
農
業
へ
の
挑
戦
、
さ
ら
に
地

方
創
生
の
取
り
組
み
の
一
環
と

し
て
、
整
備
が
進
め
ら
れ
て
き

た
。
村
内
で
収
穫
す
る
ブ
ド
ウ

か
ら
ワ
イ
ン
を
生
産
し
、
そ
の

ワ
イ
ン
を
通
じ
て
産
業
振
興
や

交
流
・
定
住
人
口
の
拡
大
を
図

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

　
ワ
イ
ナ
リ
ー
は
、
村
北
西
部

の
大
平
地
区
に
あ
る
３
㌶
の
ブ

ド
ウ
畑
の
中
に
建
設
。
鉄
骨
平

屋
建
て
約
５
６
０
平
方
㍍
で
、

ワ
イ
ン
を
発
酵
さ
せ
る
タ
ン
ク

室
や
貯
蔵
庫
、
ラ
ベ
リ
ン
グ
や

梱こ
ん

包ぽ
う

を
す
る
部
屋
な
ど
を
備
え

て
お
り
、
年
間
最
大

㌔
㍑
の

ワ
イ
ン
を
生
産
で
き
る
。

　
村
は
、
原
発
事
故
後
利
用
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
採
草
地
を
活

用
し
、
２
０
１
６
年
か
ら
ワ
イ

ン
用
ブ
ド
ウ
の
苗
を
定
植
し
栽

培
を
始
め
た
。

　
現
在
で
は
、
シ
ャ
ル
ド
ネ
や

メ
ル
ロ
ー
な
ど
約
１
万
１
千
本

を
栽
培
し
て
い
る
。
醸
造
施
設

は
、

年
か
ら

年
に
か
け
て

福
島
再
生
加
速
化
交
付
金
を
活

用
し
て
整
備
し
た
。

　
本
施
設
で
の
醸
造
は
今
秋
か

ら
始
ま
り
、
来
年
に
一
般
向
け

に
販
売
す
る
こ
と
を
目
指
し
て

い
る
。

　（
川
内
村
・
森
雄
幸
情
報
員
）

　
喜
多
方
市
関
柴
町
の
渡
部
一

さ
ん
（

）
は
、
キ
ュ
ウ
リ
栽

培
を
中
心
に
水
稲
、
加
工
品
販

売
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
た
複
合

経
営
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
２

０
１
６
年
４
月
に
「
㈱
渡
部
ふ

ぁ
ー
む
」
を
設
立
し
た
。

　
キ
ュ
ウ
リ
の
栽
培
は

年
目

に
な
る
が
、
当
初
か
ら
目
標
と

し
て
い
た
自
動
灌
水
、
ハ
ウ
ス

の
増
設
も
整
い
、
今
で
は
連
作

障
害
を
避
け
る

た
め
地
上

㌢

の
土
台
（
ベ
ン

チ
）
を
設
置
し

た
水
耕
栽
培
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

　
ま
た
、
光
合
成
が
で
き
る
白

マ
ル
チ
や
、
暑
さ
対
策
と
し
て

遮
光
幕
も
使
用
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
は
「
ホ
モ
プ
シ
ス

根
腐
病
」
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た

が
、
水
耕
栽
培
に
切
り
替
え
、

自
動
灌
水
も
整
備
し
た
こ
と

で
、
感
染
す
る
こ
と
は
無
く
な

っ
た
と
い
う
。

　
渡
部
さ
ん
は
「
安
全
な
農
産

物
の
生
産
、
環
境
に
配
慮
し
た

農
業
経
営
に
対
応
す
る
た
め
、

Ｇ
Ａ
Ｐ
認
定
を
取
得
し
た
。
よ

り
多
く
の
生
産
農
家
に
Ｇ
Ａ
Ｐ

を
広
め
て
い
く
こ
と
も
大
切
」

と
話
す
。

　
さ
ら
に
、
「
キ
ュ
ウ
リ
だ
け

で
な
く
、
周
年
で
栽
培
で
き
る

も
の
を
見
つ
け
た
い
。そ
し
て
、

数
少
な
い
『
水
耕
栽
培
士
』

『
水
耕
栽
培
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
』
の
資
格
を
取
得
し
た
妻
と

と
も
に
、
水
耕
栽
培
を
地
域
に

広
め
た
い
」
と
熱
く
語
る
。

　
（
喜
多
方
市
・
木
野
修
一
情

報
員
）

　
磐
梯
町
は
７
月

日
と


日
、
有
害
鳥
獣
被
害
防
止
の
た

め
の
広
域
電
気
柵
を
設
置
し

た
。範
囲
は
約
３
㌔
に
お
よ
び
、

本
寺
地
区
と
源
橋
地
区
の
地
元

住
民
と
協
力
し
て
、
周
辺
の
草

刈
り
、
支
柱
の
杭
打
ち
、
侵
入

防
止
柵
の
取
り
付
け
な
ど
の
作

業
を
行
っ
た
。

　
町
で
は
、
こ
れ
ま
で
有
害
鳥

獣
の
被
害
が
あ
っ
た
農
家
か
ら

の
申
請
に
よ
り
、
個
別
の
圃
場

に
設
置
し
て
き
た
。
し
か
し
、

猪
や
熊
の
被
害
が
年
々
増
え
て

い
る
こ
と
か
ら
、
地
区
全
体
で

取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
た
。

　
本
寺
地
区
は
、
住
民
が
主
体

的
に
鳥
獣
被
害
対
策
に
取
り
組

む
県
の
モ
デ
ル
集
落
に
も
設
定

さ
れ
、
本
年
度
か
ら
重
点
的
な

対
策
支
援
も
行
わ
れ
る
。

　
本
年
度
の
広
域
電
気
柵
の
設

置
は
こ
の
２
地
区
の
み
だ
が
、

被
害
防
止
効
果
が
あ
れ
ば
、
他

の
地
区
に
も
波
及
し
て
い
く
こ

と
も
想
定
さ
れ
、
町
全
体
の
さ

ら
な
る
有
害
鳥
獣
対
策
の
強
化

に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

て
い
る
。

　（
磐
梯
町
・
小
川
克
彦
情
報
員
）

　
浅
川
町
で
７
月
７
日
、
出
産

を
控
え
た
同
町
の
妊
婦
さ
ん
へ

「
安
産
祈
願
米
」
と
し
て
、
同

町
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
５
㌔
が
、
江

田
文
男
町
長
か
ら
贈
呈
さ
れ

た
。

　
安
産
祈
願
米
を
贈
呈
す
る
事

業
は
、
地
域
全
体
で
出
産
を
応

援
す
る
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い

る
。
同
町
の
大
地
で
力
強
く
育

っ
た
米
を
食
べ
て
無
事
に
安
産

と
な
り
、
生
ま
れ
て
き
た
子
供

に
も
将
来
食
べ
て
も
ら
い
、
同

町
産
米
の
消
費
を
拡
大
さ
せ
て

い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
毎

年
開
催
し
て
い
る
。
　
　
　

　
贈
呈
す
る
の
は
低
農
薬
で
栽

培
し
、神
社
で
祈き

祷と
う

し
た
米
と
、

安
産
祈
願
の
お
守
り
。
贈
呈
式

後
に
は
助
産
師
に
よ
る
フ
ッ
ト

マ
ッ
サ
ー
ジ
も
行
っ
て
お
り
、

妊
婦
さ
ん
は
と
て
も
リ
ラ
ッ
ク

ス
し
て
い
る
様
子
だ
っ
た
。

　
江
田
町
長
は
「
浅
川
町
で
育

っ
た
安
全
・
安
心
な
お
米
を
食

べ
て
、
元
気
な
赤
ち
ゃ
ん
を
産

ん
で
ほ
し
い
」
と
語
る
。

　
同
町
は
他
に
も
、
受
験
を
控

え
た
中
学
生
へ
合
格
祈
願
米
１

升
（
受
験
で
１
勝
）
を
毎
年


月
に
贈
呈
す
る
な
ど
、
地
元
に

お
い
し
い
米
が
あ
る
こ
と
を
知

っ
て
も
ら
う
よ
う
取
り
組
ん
で

い
る
。

　
（
浅
川
町
・
小
松
将
広
情
報

員
）

　
本
宮
市
内
の
若
手
有
志
で
結

成
す
る
「
本
宮
若
手
農
業
団
」

は
７
月

日
、
地
元
農
家
が
採

れ
た
て
の
農
産
物
を
販
売
す
る

青
空
市
場
「
産
直
さ
わ
ち
ゃ
ん

ま
る
し
ぇ
」
に
参
加
し
た
。

　
本
宮
若
手
農
業
団
は
、
市
内

の

歳
以
下
の
若
手
農
家
が
結

集
し
昨
年
８
月
に
結
成
。現
在
、

会
員

人
が
地
元
農
業
の
活
性

化
の
た
め
、
各
種
研
修
会
や
物

産
展
へ
の
参
加
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
を
し
て
い
る
。

　
マ
ル
シ
ェ
当
日
は
、
猛
暑
日

に
も
か
か
わ
ら
ず
多
く
の
人
で

に
ぎ
わ
い
、
同
農
業
団
が
育
て

た
ト
マ
ト
や
キ
ュ
ウ
リ
な
ど
新

鮮
な
農
作
物
は
大
好
評
だ
っ

た
。

　
マ
ル
シ
ェ
は
、
毎
月
１
回
、

日
曜
日
に
地
元
の
農
産
物
な
ど

を
販
売
す
る
「
し
ら
さ
わ
直
売

所
（
産
直
さ
わ
ち
ゃ
ん
）
」
が

開
い
て
お
り
、
同
農
業
団
は
昨

年

月
か
ら
出
店
し
て
い
る
。

　
同
農
業
団
は
、
今
後
も
直
接

販
売
会
へ
の
参
加
、
情
報
発
信

な
ど
を
積
極
的
に
行
い
、
本
宮

市
の
農
作
物
の
お
い
し
さ
、
魅

力
を
Ｐ
Ｒ
す
る
予
定
だ
。

　（
本
宮
市
・
弓
田
周
平
情
報
員
）

「かわうちワイナリー」の開所を祝う様子

豊かな老後に備えて
農業者年金に加入しましょう！

→農業者年金に加入しましょう！

見やすく　分かりやすく
充実した農業の情報を届けます

本市の
情報も！
（8月記事）

○発行日／毎週金曜日
○購読料／月額700円

※�詳しくは農業委員会事務局
までお問い合せください。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、

農
業
経
営
や
団
体
で
の

活
動
に
様
々
な
影
響
が

あ
る
こ
と
を
強
く
感
じ

て
お
り
ま
す
。

　

農
業
委
員
会
は
、
そ

の
中
で
も
で
き
る
だ
け

農
家
の
皆
様
か
ら
の
相

談
活
動
を
続
け
な
が
ら
、

不
安
解
消
に
取
り
組
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

編
集
後
記

　近年長寿社会の進行により年金の重要性は増しており、
国民年金に加え、豊かな老後のためさらなる備えが必要
です。

※詳しくは農業委員会事務局までお問い合せください。

農業者年金は次の要件を満たす方ならどなたでも加入可能です。

①　国民年金第１号被保険者
②　年間60日以上農業従事
③　60歳未満

コロナは、すぐそこに！

農地中間管理事業の活用をご検討ください

※詳しくは農業委員会事務局までお問い合せ下さい。

　農地中間管理事業とは、農地バンクが、地域内の分散した農地などを出し手から借り受け、
まとまりのある形で担い手に長期間貸し付ける事業です。

注意しながら

静かに過ごす

農業者年金
受給者の方へ

　農地を会社勤めの後継者に移譲している方は、農地中間管理事業を活用することで、
年金額が今よりも増額する可能性があります！豊かな老後の生活と農地の有効利用の
ため、活用をご検討ください！

広
報
編
集
委
員

　

・
渡
辺　

謙
輔

　

・
伊
藤　

隆
一

　

・
石
橋　

広
基

　

・
渡
辺　

善
幸

全国農業新聞を読もう！
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